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(ET)2Cu2(CN)3 および鉄酸化物 LuFe2O4 を対象とし、テラヘルツ領域の光学伝導スペクトルの温度依存性、
偏光依存性とその光応答を調べ、以下の結果を得た。i) 有機ダイマーモット絶縁体において、誘電異常
の起源に関係した電荷の集団励起と考えられる励起を発見した。ii) 光励起―テラヘルツプローブ実験に
より、この集団励起によるスペクトル強度が増大することを見出した。これは光励起によって、ダイマーモット
絶縁体中に誘電異常の起源である電荷の偏りを成長させている可能性を示唆している。iii) 鉄酸化物に
おいて誘電異常と関係した応答を観測し、層間方向の偏光の光励起によりフェリ磁性相の中に反強磁性
状態の成長を示すスペクトルの変化を見出した。 
伊藤桂介は強相関電子系物質の複雑なスペクトル形状を定量的に測定し、その過渡応答の測定も行う
ために信号強度の揺らぎや位相ノイズを独自の工夫によって除去し、周波数分解能を５０倍、SN 比を１００
倍改善することに成功した。本研究で得られた結果は、このような独自の工夫に基づいて行ったテラヘルツ
分光装置の高精度化によって初めて得られたものである。 
本研究では、高精度のテラヘルツ分光法を開発することにより新しい評価手法を開拓し、光誘起相転移
の研究においては今後新たな機能創成への展開が期待できる発見を行った。これらの結果は、申請者が
自立して研究活動を行うのに必要な高度の研究能力と学識を有していることを示している。従っ
て伊藤桂介提出の論文は、博士（理学）の学位論文として合格と認められる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
